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となる｡Ⅳが大きいとして展開を行って計算すると､周知の簡潔な結果
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付録 :統計学的な病
一 中井久夫の分裂病論をめぐって -
われわれの日常は､多くの物事を無意味な偶然､｢雑音｣とみなすこと
で成立している｡すべてのことに意味のある世界に住むとしたらどうで
あろう｡ たとえば､自分のまわりで異常に ｢数字が揃う｣と主張する人
達がいる｡自分が時計を見るといつも ｢ぞろ目｣である､見掛けた車の
ナンバープレートが毎回 ｢ぞろ目｣であった云々.多くの場合､これは
偶然で説明できる度数で起こっているにすぎないことを､異常に気にし
ているということで説明できるだろう｡この種の非合理的な解釈は誰で
もやることだが､規則的な数列の出現に恐怖や神秘を感じ､自分が何ら
かの意味で選ばれている証拠と信じるに至るならば､そこには狂気の匂
いが感じらjtる.
中井久夫【1】は現代の日本でもっともすぐれた精神医学者の一人である
が､中井の分裂病論は､分裂病に親和性のある人間を理解するキーワー
ドとして､｢徴候優位性｣｢微分回路的な認知の優位性｣をあげている点
で､統計科学の観点から興味深く感じられる｡徴候優位性とは､ささい
な徴候もそれを雑音とみずに反応することであり､モデル選択の言葉で
いうならoverfittingの状況に対応すると考えらjtる｡また微分認知の優
位性とは､時系列において現在の微小なトレンドに左右されることを意
味し､平滑化の言葉でいうならばtlndersmoothingに対応すると考えられ
る｡これに対して､中井は､過去の重みから抜け出しにくい､うつ病戟
和的な性格を､｢積分回路的な認知の優位｣と特徴づけている｡
｢徴候優位性｣は状況によっては有利な性質であるが､いったんバラ
ンスを崩して悪循環に陥れば､分裂病的な状態に導く民ともなる｡発柄
直前の不安定な状態については､たとえば､以下のように説明されてい
る[2]｡
徴候的空間は､図式的空間とは異なり､自明的に三次元である
とはいえない｡それは無限に多義性の湧く､いわば発酵性の空間で
ある｡そして､不安がより精密な予測を無限に追求させる時､それ
に対する歯止めがない｡ これを徴候性の相において追求するとき､
覚醒度は天井知らずに上がる｡ 仲 略)天井を突きぬければ､超覚
醒はもはや単なる量の問題でなく､質的変化である｡ そこで見えて
くるものは､ふだん滑らかに見える意識の肌が､ちょうど肉体の肌
を顕微鏡にかけた時のように､あらい木目として映ってくる(どう
して普段の意識の肌は滑らかなのであるか7- この疑問のほうが
重要かも知れない)0(中略)この裂隙から見えるものは絶対の空無
であるが､徴候を求める意識の指向性はその中に何らかの徴候を見
ようとする｡この試みは､｢なにもないもの｣に対する解読の試み
であって､正解はありえない｡ ここでさらに恐怖が倍加し､錯誤は
とめどない窃径への路に足を踏み出させる｡(太字筆者)
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これらの記述を読んで統計的検定やハイパーパラメータの選択(の失
敗)を連想するのは､あまりに ｢徴候優位｣な感じ方であろうか｡筆者に
はこの記述は統計的検定や情報量統計学の解説のホラー版のように読め
る｡また､この後にくる混乱の描写は､計算機科学的にいえば ｢とめど
ない紡律｣による計算資源の枯渇(｢一般フレーム問題｣における計算量
爆発)を思わせる｡中井によれば､破局の直前に､人は ｢思路の､努力感
を全く伴わないところの無限延長､無限分岐｣を体験することがあると
いう｡
分裂病の背景に外界からの情報のフィルタリングの障害をみること､ま
た､分裂病の発病前後の状態を外界からの刺激に過敏な ｢超覚醒｣状態
と考えることは中井が最初でも最後でもないと思われるが､中井の一逮
の仕事は､(1次的に出現する)妄想の基盤､発病直前の状態､回復後の一
過性の症状(｢知覚潰乱発作｣)などを一貫して徴候優位という立場から
捉えている点で特に興味深いものがある｡
｢心のランダムさ｣といったものは､これらの問題にどうかかわってく
るのだろう｡中井は､分裂病的な状態というものは内的なランダムさが不
足した状態であり､同時に外的な ｢偶然｣を生かす能力が落ちた状態であ
るととらえているようである｡極度の ｢徴候優位｣の状態､わjtわれの見
方からすれば､最大のモデルが常に選択されるような状態では､｢雑音｣
(残差)はゼロになってしまう｡ これが ｢偶然のない状態｣のひとつの解釈
である｡別の可能性は､｢ランダムさの不足｣から過剰な｢徴候優位性｣が
生じるということである｡本文でみた通り､モデル選択･hyperpara･meter
tuningのための有力な方法には乱数発生を必要とするものが多くある｡
もし､このような方法が脳内で使われていたとすると16､乱数発生能力
の減少はバイアスの評価を不能にさせ､overfittingをもたらすかもしれな
い｡これに関係して､分裂病者では乱数列を言ったり苦いたりする能力
が低下しているという報告がある(もっとも､これは疾患特異的ではなさ
そうであるし､乱数テスト[31が､脳内の過程をそのまま反映しているの
かどうかも疑問であるが｡)0
分裂病論では､木村敏の考えが､筆者のまわりではよく知られている｡
木村の考え方が ｢オートポイエーシス｣や力学系理論に親近性があるの
に対して､統計科学の精神により近い中井の見方もあることを多くの人
に知って欲しかったので､やや場違いかもしれないが､ここで1節をさ
いて論じた17｡
16幼稚な想像であるが､cross-validationのために入力にランダムにマスクをかけるよ
うな機構が脳内にある､といったことが考えられる｡
17っいでであるが､読者が精神医学者と共同研究される機会があった場合､実験によっ
て患者に負担をかけることのないようお願いしておく｡ 分裂病圏の患者には､一見無害
と見えるテストが重大な打撃となる可能性がある｡
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